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   Fifty-five cases of carcinoma of the bladder in the age group under fifty years have 

been reviewed. Seventy three percent of their tumors were low grade and low stage transitional 

cell carcinoma. Mainly, TUR was performed on these patients and their five year relative 

survial rate was 97.6%. The recurrence rate after TUR was 16%.
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緒 言

膀胱癌 の年齢別発生数 は,諸 家の報告 をみる と,60

歳後半 を中心にその大部分が50歳 以上に 多 く認め られ

る.し か し,他 の尿路悪性腫瘍に比較 し,40歳 代以下

の若年層に もしば しば,膀 胱癌 の発生が認め られ てい

る.こ れ らの世代においては,発 癌過程の時間の関係

に より,職 業発癌を始め とす る環境因子あ るいは,再

発に よる頻 回の入院治療か らくる社会活動 の制限の問

題,そ してよ り長 期のfollow-upの 必要性 などの種 々

の特有 の問題が あると考 えられ る.そ こ で われ われ

は,こ れ らの問題点を明 らかにす る第一歩 として,50

歳未 満の膀胱癌患者におけ る臨床像 の特徴につ き全体

像 と比較検討 を行 った ので報告す る。

被 検 対 象 な らび に方 法

今回,検 討 を行 ったのは,1971年1月 よ り1982年12

月 までの12年 間に,横 浜市立大学医学部病 院,横 浜市
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立市民病院及び横須 賀共済病院の3施 設 の各泌尿器科

を初診 として受診 した膀胱癌患者,男390例,女126例

の計516例,平 均年齢65.3歳 を対象 とした,こ の うち

初診時 の年齢が50歳 未 満の症例は,男45例,女10例 の

計55例 であ り,こ の症例に つき統計的処理 を行 った.

他院で既に治療 を受けた症例や腎孟尿管腫瘍の合併例

は除 外 した.生 存率の算出は,実 測生存率で求め,そ

れを期待生存率 で除 して相対生存率 を求めた.

結 果

1)症 例

全症例の年齢別の分布 をF三g.1に 示 した.50歳 未

満の症例は全体 の10.7%を 占め,最 年少 は19歳 男子で

あった,

2)年 度別発生頻度(r;」.2)

Fig.2に 金症例及び50歳 未満の症例の年次推移を

示 した.3施 設に おける膀胱癌の新患数 は,年 平均約

43例 で,近 年増加の傾 向に あるが,50歳 未満 の膀胱癌

患者数は,年 間約4～5例 と増加の傾向は紹め られ な

かった,

3)男 女比(Fig.3)

全膀胱癬 患者516例 の男 女比は,311で あ り,50

歳 未 満 の膀 胱 癌 患 者55例 の男 女 比 は,4.5:1と 男子

に 多 か った が,統 計 学 的 に は有 意 の差 は 認 め られ なか

った.

4)異 型 度(grade)及 び 進 展 度(stage)別 分布

全 膀 胱 癌 患 者 の 腫 瘍 のgrade分 布 は,G・,G1202

例(39%),G2139例(27%),G3175例(34%)で

あ り(Tablei),そ れに 比 して,50歳 未 満 の膀 胱 癌患

者 のgradeは,G。,G140例(73%),G212例(22

0),G33例(5%)とlowgrade症 例 が 圧 倒 的 に

多 く(Table2),統 計 学 的に 有 意 の差(P<0.05)が

認 め ら れ た.同 様 に,全 膀 胱 癌 患 者 の 腫 瘍 のstage

分 布 は,Ta,T,304例(59%),T267例(13%),T3

80例(15.5%),Ta65例(12.5%)で あ り(TaUle

1),そ れ に 比 して,50歳 未 満 の膀 胱 癌 患老 は,Ta,T1

94例(98%),T2,T3症 例 は な く,ThI例(2%)

とlowstagc症 例 が圧 倒 的 に 多 く(Table2),こ れ

も統 計 学 的 に 有 意 の差 が 認 め られ た.

5)治 療 法 と予 後

膀 胱 癌 に 対 す る治 療 法 は,年 齢 に 関 係 な く,初 診 時

のgrade及 びstageに よ り決定 され た ため,50歳 未

満 の膀 胱 癌 症 例 に 対 す る治 療 法 は 経 尿道 的膀 胱 腫瘍 切

除 術39例,膀 胱 部 分 切 除 術.i膀 胱 全 摘除 術4例,
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膀胱温熱療法2例,水 圧療法1例 が施行 された.膀 胱

内再発は8例(16%)に 認め られ,再 発 までの期間の

最長は10年 であった.ま た,経 過観察中,再 発腫瘍の

gradeの 変化は2例 に認め られた.生 存 率をみ ると,

全膀胱癌患者516例 の5年 相対生存率が83.7%で あ る

のに対 し,50歳 未満の膀 胱癌患者55例 の5年 相対生存

率は97.6%と 良好 で,統 計学 的に有意 の差(P<0.05)

を認めた(Fig.4).

考 察

これまでの膀胱癌の統計学的報告1～2)では,そ の発

生年齢分布 は,60歳 代が最 も多 く,50歳 以上が全体 の

80%を 占め るとされている.本 統計 でも,50歳 未満の

症例は,全 膀胱 癌患者の10.7%に す ぎなか った.ま た

Franzblauに よれ ば若年者 の膀胱癌 の特徴 は,10w

grade,10wstageの 症例が多 く,再 発 も少な く,予

後 も良好 であ る4)と 言われている.今 回の50歳 未満の

膀胱癌症例 の検討では,同 時にlowgrade,lowsta-

ge症 例が全体 の73%と 大部分を 占めた.ま たTUR

手術後の再 発率 も16%と 低率 であった.lowgrade症

例のみ の再 発率 と比較 して も,わ れわれの検討では,

lowgradeの 表在性膀胱癌患者全体の再 発率は63%で

あ り5)上記の10%と い う成績は低率 といえる.ま た5

年相対生存 率で見 ても97.6%と 良好 で あった,し か

し,McCarthys)は,膀 胱癌 の再発に際 しては,gra-

deの 悪化やstageの 進 行す る症例が あ り,一 般 の膀

胱癌 と同様 の充分 なfollow-upが 必要 であ ると指摘

している.今 回 の統計では この ような症例は2例 に認

め られた.ま た,初 発以来10年 目の再発例 も経 験 して

お り,や は り予後良好 とい うものの,充 分なfollow-

upが 必要 と思われる.

芳香族 ア ミンな どに よる本邦 の職業性膀胱癌 の申村

ら7)や松島 ら8)の報告に よると,こ れ ら要因に よる膀

胱癌の発生はすべて男子 で,発 生年齢は,自 然発生膀

胱癌に比 し若年齢に発生す る傾向にあ り,平 均潜伏期

間は17.2年 と言われ ている.今 回の統計では,そ の原

因がはっき りと職 業性膀胱癌 と疑われ る症例は認め ら

れなか った.ま た職業発癌を始め とす る環境因子を検

討す るため,出 生地,家 族歴,職 業,喫 煙 の有無な ど

につ いて調査 したが症例 も少 な く母集団に比 し特に 目

立 った傾向は認め られていない.

若年者の膀胱癌 のスク リーニソグ法 としては,low

gradeの 腫瘍が多い こ とか ら,細 胞診 の有用性は疑

問 とす る意見があ り,い っぼ う主訴 の大部分が無症候

性血尿であることか ら,健 康診断における尿検査 と血

、,尿の患者 の内視鏡検査 のほ うが よ り重 要であると考え
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られている.い っぼ う,今 回の検討 で も,若 年者に対

して他年 齢層に比 して特殊な治療 は行われ ていない.

われわれ の クリニ ックでは膀胱 癌の治療につ いては,

年齢に 関係な く,初 診時のgrade及 びstageに よ り

治療方針 を決定 してお り,こ の結果,若 年者が一部症

例 を除 いて予後良好 とい う結果 であった.す なわち,

この基本方針は若年者についても当 ては まると考え ら

れた。

結 語

50歳 未 満 の膀 胱 癌患 者55例 に つ き病 後,予 後 な ど の

検 討 を 行 った.腫 瘍 の 大 部 分 は,lowgrade,Iow

stage症 例 で治 療 法 は,TURが 主 に 行わ れ た.相 対

5年 生 存 率 は97.6%と 良 好 で,再 発 は16%に 認 め られ

た,再 発 に 際 し,gradcの 悪 化 が2例 に 認 め られ た.
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